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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
カ
タ
タ
カ
、
ヤ
ハ
ナ
カ
、
リ
ル
ラ
、
リ
ル
ラ
、
リ
ル
ラ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
３
１
１
Ｆ

【
作
者
名
】

　
々
々

【
あ
ら
す
じ
】

　
昔
書
い
た
、
小
説
か
も
詩
か
も
わ
か
ら
な
い
文
章
で
す
。
カ
タ
タ
カ
、
ヤ
ハ

ナ
カ
、
リ
ル
ラ
、
リ
ル
ラ
、
リ
ル
ラ
カ
タ
タ
カ
、
ヤ
ハ
ナ
カ
、
リ
ル
ラ
、
リ
ル

ラ
、
リ
ル
ラ
カ
タ
タ
カ
、
ヤ
ハ
ナ
カ
、
リ
ル
ラ
、
リ
ル
ラ
、
リ
ル
ラ
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コ
ト
リ
と
ビ
ー
玉
が
落
ち
ま
し
た
。

手
の
中
に
あ
っ
た
そ
れ
は
、
割
れ
る
こ
と
な
く
、
日
だ
ま
り
の
中
へ
と
、
零
れ

て
行
き
ま
し
た
。

日
だ
ま
り
の
中
の
ビ
ー
玉
が
作
る
影
は
、
何
故
だ
か
と
て
も
優
し
い
色
を
し
て

い
ま
す
。

コ
ロ
リ
コ
ロ
コ
ロ

ビ
ー
玉
は
た
だ
、
淡
い
光
を
ま
き
散
ら
し
、
太
陽
か
ら
隠
す
よ
う
に
影
を
産
み
、

ミ
ル
ラ
と
そ
こ
に
、
た
だ
座
っ
て
い
ま
す
。

不
意
に
風
が
、
土
が
、
草
が
、
雨
が
、
光
が
、
闇
が
、
彼
を
彼
女
を
恐
れ
ま
し

た
。
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あ
あ
、
そ
う
か
。
だ
か
ら
君
は
そ
こ
に
い
る
の
か
。

コ
ト
リ
と
落
ち
た
ビ
ー
玉
は
、
最
早
彼
で
は
彼
女
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

淡
い
光
は
、
優
し
い
影
は
、
た
だ
、
ル
ミ
ラ
と
ハ
ヤ
ヤ
と
、
歌
い
ま
す
。

カ
タ
タ
カ
、
ヤ
ハ
ナ
カ
、
リ
ル
ラ
、
リ
ル
ラ
、
リ
ル
ラ
。

や
が
て
、
空
は
、
海
は
、
山
は
、
マ
ツ
マ
チ
、
ナ
ナ
ナ
メ
、
イ
バ
、
ク
ク
ラ
。

マ
チ
チ
バ
、
ヌ
ル
ヲ
、
キ
バ
、
ツ
ツ
ミ
、
ワ
ラ
イ
、
ワ
ラ
ラ
イ
、
ミ
ツ
バ
タ
ナ
。

ヌ
エ
、
ヌ
エ
、
サ
バ
バ
ナ
、
ニ
タ
ニ
ノ
イ
キ
カ
、
サ
ツ
マ
ノ
ニ
ハ
ハ
、
イ
ヌ
ン

ル
ル
。
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リ
フ
マ
、
ヤ
フ
マ
、
カ
タ
カ
タ
語
り
、
月
は
、
星
は
、
影
を
潜
め
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
の
は
、
ワ
ラ
ラ
サ
ヌ
フ
メ
、
た
だ
一
人
。
他
に
は
誰
も
イ
ナ
イ
イ
ナ

イ
イ
ナ
イ
。

き
っ
と
、
そ
こ
に
は
、
希
望
と
ケ
ル
ラ
が
、
願
い
と
ハ
ミ
グ
が
、
あ
る
ん
だ
ろ

う
ね
。

そ
う
呟
い
た
ビ
ー
玉
は
、
い
つ
の
間
に
か
も
う
、
彼
で
は
彼
女
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

遊
べ
る
か
な
。
ま
た
、
あ
の
頃
み
た
い
に
。

ヤ
ツ
マ
な
手
を
眺
め
な
が
ら
、
キ
ワ
リ
キ
ワ
リ
と
ヤ
サ
サ
メ
ま
す
。

あ
あ
、
僕
は
私
は
な
ん
て
ツ
マ
ナ
ナ
ニ
生
き
物
な
ん
だ
。
誰
も
僕
を
私
を
見
て

は
紅
。
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や
が
て
彼
の
彼
女
の
君
の
僕
の
ま
わ
り
は
、
彼
を
彼
女
を
君
を
僕
を
避
け
る
よ

う
に
、
リ
カ
ラ
ル
ン
タ
、
リ
カ
ラ
ル
ン
タ
、
リ
カ
ラ
ル
ン
タ
。

き
っ
と
僕
は
君
は
、
幸
せ
に
は
な
れ
な
い
ね
。

き
っ
と
僕
は
私
は
、
ハ
ル
ル
ン
に
は
な
れ
な
い
。

夏
目
は
ど
う
し
た
？

秋
が
来
な
い
ん
だ
。

ま
だ
、
間
に
合
う
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
、
間
に
合
う
は
ず
が
な
い
ん
だ
。

マ
ッ
チ
を
く
だ
さ
い
。
マ
ッ
チ
を
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。
お
願
い
し
ま

す
。

キ
ビ
エ
タ
フ
サ
キ
ノ
ハ
ツ
マ
リ
キ
ユ
ナ
、
ツ
ク
シ
ハ
ウ
ル
ル
グ
メ
ジ
ロ
ハ
ニ
カ

ニ
ム
。
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助
か
り
ま
せ
ん
、
助
か
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
今
日
は
終
わ
ら
な
い
ん
だ
。

も
う
、
電
車
は
来
ま
せ
ん
よ
。

今
の
が
終
電
で
し
た
か
ら
。

薬
缶
の
音
、
湯
気
の
声
。
遠
く
に
響
く
汽
笛
の
叫
び
。

ヤ
ク
モ
ヤ
ク
モ
、
ト
タ
ト
タ
ニ
マ
マ
リ
、
エ
サ
サ
ノ
ハ
ラ
ラ
ギ
、
マ
ツ
ツ
ノ
エ

ン
。
リ
ン
ラ
ハ
ネ
タ
タ
ミ
、
ネ
、
タ
タ
ミ
、
ナ
ツ
カ
シ
イ
カ
レ
ノ
カ
ノ
ジ
ョ
ノ

コ
エ
ヲ
キ
イ
タ
キ
ガ
シ
タ
。

あ
あ
、
僕
は
私
は
君
は
貴
方
は
、
ま
だ
こ
ん
な
に
も
許
さ
れ
て
い
た
ん
だ
。
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あ
あ
、
僕
は
私
は
君
は
貴
方
は
、
た
だ
許
さ
れ
た
か
っ
た
だ
け
だ
っ
た
ん
だ
。

も
う
間
に
合
う
？

ま
だ
、
間
に
合
わ
な
い
。

い
つ
に
な
っ
た
ら
、
間
に
合
わ
な
い
？

い
つ
か
、
き
っ
と
、
間
に
合
う
。

不
意
に
ま
た
、
懐
か
し
い
風
が
横
を
通
り
抜
け
た
気
が
し
た
。

そ
し
て
彼
は
彼
女
は
、
暖
か
い
手
を
、
温
か
い
日
だ
ま
り
を
、
思
い
出
し
た
。

そ
れ
は
夢
の
中
の
こ
と
の
よ
う
な
、
輪
郭
の
な
い
、
ぼ
や
け
た
、
優
し
さ
で
し

た
。
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ま
だ
、
そ
の
ぬ
く
も
り
を
覚
え
て
い
て
よ
か
っ
た
。

ま
だ
、
僕
が
私
が
君
が
貴
方
が
彼
が
彼
女
が
、
僕
で
私
で
君
で
貴
方
で
彼
で
彼

女
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
い
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
。

波
紋
の
よ
う
な
雫
を
残
し
て
、
コ
ト
リ
と
落
ち
た
ビ
ー
玉
は
、
そ
こ
に
た
だ
、

座
っ
て
い
た
。

や
が
て
、
ビ
ー
玉
の
隣
に
い
た
コ
ト
リ
は
休
め
て
い
た
翼
を
広
げ
る
と
、
大
空

へ
羽
ば
た
い
た
。

濡
細
っ
て
い
た
そ
の
翼
は
、
今
や
イ
カ
ロ
ス
の
翼
。
鑞
で
で
き
た
偽
り
の
、
翼
。

コ
ト
リ
は
そ
れ
に
は
気
が
つ
か
な
い
。
た
だ
、
自
分
を
信
じ
て
翼
を
、
羽
ば
た

か
せ
続
け
る
。

初
め
て
の
自
由
を
楽
し
み
、
コ
ト
リ
と
落
ち
た
コ
ト
リ
は
、
ナ
キ
キ
ナ
ク
ナ
ク

ニ
キ
キ
ニ
キ
キ
ニ
カ
ニ
カ
ク
カ
リ
。
ミ
ツ
マ
ノ
ハ
マ
マ
ノ
ニ
シ
ノ
カ
ツ
メ
ニ
、

ツ
ナ
ナ
ニ
ハ
ツ
メ
テ
、
ア
カ
ニ
ヲ
ニ
ニ
カ
タ
。

ヨ
ト
セ
の
ハ
ツ
マ
は
カ
タ
リ
と
語
り
、
ま
る
で
キ
ミ
の
よ
う
だ
と
笑
っ
て
い
た
。
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遠
く
の
異
国
の
空
か
ら
は
、
あ
の
日
の
歌
が
、
今
も
聞
こ
え
て
い
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
気
が
し
た
。

あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
、
ご
め
ん
ね
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
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